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施策方針

て
、受
診
体
制
の
整
備
と
と
も
に
、

自
ら
進
ん
で
行
う
健
康
的
な
生
活

習
慣
づ
く
り
に
向
け
、
健
康
意
識

の
普
及
啓
発
や
取
り
組
み
支
援
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の

確
保
の
た
め
、
必
要
な
時
に
専
門

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
さ
く

ら
が
わ
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の

安
定
的
な
運
営
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
発

熱
外
来
で
の
診
療
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　

高
齢
者
世
帯
が
増
加
し
て
お

り
、
日
常
生
活
や
災
害
発
生
時
に

支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
、

８
０
５
０
問
題
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
、
老
々
介
護
、
認
知
症
高
齢

者
の
増
加
、
生
活
困
窮
な
ど
、
福

祉
の
課
題
は
多
様
化
、
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
地
域

福
祉
の
意
識
を
高
め
、
地
域
で
支

え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
団

体
と
連
携
体
制
を
確
保
し
、
協
働

の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び
そ
の

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
、
自
立
と
社
会
参
加
へ
の

支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
相
談
体
制
の
充
実
、
生
活

支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
・
介
護
な
ど
が
連
携
す

た
子
ど
も
に
成
長
し「
生
き
る
力
」

を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域

の
特
色
を
い
か
し
た
教
育
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
一

人
１
台
整
備
し
た
学
習
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

推
進
員
を
積
極
的
に
活
用
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
育

成
体
験
を
通
し
て
郷
土
の
学
習
を

深
め
外
国
語
指
導
助
手
を
通
し

て
、英
語
の
習
得
と
国
際
理
解
教

育
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
は
小

中
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
を
も

と
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
て
教
育
相
談
の
充
実
を

図
り
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
問

題
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
活
動
の

推
進

　

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
様
が

生
涯
学
習
に
自
発
的
に
参
加
で
き

る
よ
う
、
学
習
で
き
る
機
会
の
提

供
に
努
め
、
活
用
し
や
す
い
施
設

を
目
指
し
、
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
に
よ
り
解
体
す

る
岩
瀬
中
央
公
民
館
に
代
わ
り
、

こ
れ
か
ら
建
設
す
る
複
合
施
設

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
核
と
し
た
新
時
代

の
生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
青
少
年
の
健
全
育
成

　

地
域
教
育
力
の
強
化
を
図
り
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
が

健
全
に
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
抱

え
た
保
護
者
な
ど
へ
の
訪
問
型
の

家
庭
教
育
支
援
も
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

■
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
各
種
大
会

や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
中
止
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を

気
軽
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
存
活
用

　

国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
桜
川

の
サ
ク
ラ
」
の
土
壌
調
査
な
ど
を

行
い
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
保
全
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た「
真

壁
の
町
並
み
」
や
「
真
壁
城
跡
」

■
商
工
業
の
振
興

　

経
営
が
安
定
し
、
経
済
活
動
が

活
発
に
な
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
拡
大
や

地
域
資
源
を
い
か
し
た
商
品
開
発

支
援
、
商
工
会
と
連
携
し
た
経
営

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

石
材
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
外
の

石
材
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

石
材
製
品
の
市
場
や
販
路
の
拡
大

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は

「
産
業
立
地
・
雇
用
促
進
に
関
す

る
奨
励
制
度
」
に
基
づ
く
優
遇
措

置
や
市
内
の
遊
休
地
情
報
を
発
信

し
、
周
辺
道
路
の
整
備
な
ど
企
業

が
立
地
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

新
た
な
雇
用
の
確
保
の
た
め
企
業

誘
致
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　

国
の
名
勝
指
定
の
「
桜
川
の
サ

ク
ラ
」
や
、
多
数
の
登
録
文
化
財

を
有
す
る
「
真
壁
の
町
並
み
」
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
「
雨
引
観

音
」
な
ど
の
歴
史
・
文
化
資
源
と

と
も
に
、
地
域
資
源
で
あ
る
「
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
」「
筑
波
山
地
域
ジ
オ

パ
ー
ク
」「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん

り
ん
ロ
ー
ド
」
な
ど
を
活
用
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
需

要
の
回
復
の
た
め
、
各
方
面
か
ら

■
子
育
て
支
援
の
充
実
と
少
子
化

対
策
の
推
進

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す

る
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
、

子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
に
「
放
課
後
児
童
対
策
事

業
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
」
の
周
知
徹
底
や
事

業
内
容
の
改
善
に
取
り
組
み
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
教
育
・
保
育
施
設
等

利
用
者
負
担
額
軽
減
化
事
業
補

助
」
な
ど
に
取
り
組
み
、
子
育
て

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
出
産
お
祝

い
金
事
業
」
は
、
継
続
的
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
に
つ
い

る
仕
組
み
の
構
築
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
増
加
傾
向
に
あ
る
認
知

症
の
早
期
診
断
・
早
期
治
療
、
状

態
に
応
じ
た
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
社
会
保
障
制
度
の
健
全
運
営

　

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

関
係
部
門
が
連
携
し
、
特
定
健
診

の
受
診
率
向
上
や
保
健
指
導
に
取

り
組
み
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
活
用
の
周
知
な
ど
、
医
療
費
の

抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
保
険
税

の
収
納
率
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　■
学
校
教
育
の
充
実

　

次
世
代
を
担
う
児
童
生
徒
た
ち

が
「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
の
と
れ

■
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
道
路

の
危
険
個
所
の
解
消
に
努
め
、
関

係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
、
市

民
の
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
農
林
業
の
振
興

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
地
産

地
消
の
推
進
と
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
、
農
家
の
所
得
向
上

を
図
り
、
新
規
就
農
者
の
確
保
や

農
地
の
集
積
に
よ
る
効
率
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
収
入

保
険
加
入
促
進
に
対
す
る
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
農
村
環
境
の
保

全
と
し
て
、
優
良
農
地
の
確
保
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
予
防
と
解
消

に
取
り
組
み
、
有
害
鳥
獣
対
策
室

と
猟
友
会
の
連
携
に
よ
り
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
捕
獲
や
被
害
防
止
対

策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
い
か
し

た
里
山
保
全
や
、
森
林
環
境
譲
与

税
な
ど
を
活
用
し
た
森
林
資
源
の

維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

に
つ
い
て
も
、歴
史
景
観
の
保
存･

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
災
害
時
の
迅
速
か

つ
的
確
な
活
動
が
行
え
る
体
制
の

強
化
を
図
り
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
・
防
災
訓
練
を
は
じ
め

と
す
る
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
数
の
減
少
や

平
均
年
齢
の
上
昇
な
ど
を
踏
ま

え
、
地
域
の
実
情
に
合
う
消
防
体

制
の
見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■
防
犯
・
消
費
生
活
対
策
の
推
進

　

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
防
犯
意
識
の
高
揚
と

防
犯
体
制
の
充
実
を
図
り
、
防
犯

灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
行
政
に
つ
い
て

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談

体
制
の
充
実
と
、
正
し
い
消
費
知

識
の
習
得
や
消
費
生
活
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
、
啓

発
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令和４年度 施政方針

桜川市長 大
おおつか

塚 秀
ひ で き

喜

　令和４年３月１日～１４日の会期で開催された、
第１回桜川市議会定例会で、令和４年度の市政運営
に向けて、大塚市長が施政方針を述べました。
　本月号で、その概要をお知らせします。
　なお、令和４年度予算の概要については、来月号
に掲載します。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

�
健
康
で
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

生
き
が
い
を
育
む

�

学
び
の
ま
ち
づ
く
り

安
全
安
心
な

�

暮
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る

�

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

✿ CONTENTS

02 令和４年度施政方針
05 市組織機構変更／寄付寄贈／
（仮称）上曽トンネル本体工事
進捗状況 vol.2

06 市立小・中・義務教育学校の
統合に向けた今後の方針

09 ヤマザクラ通信 vol.26
10 健康ガイド
12 情報ひろば
15 文芸さくらがわ
16 遂に完結 市観光 PR ポスター

認知症サポーター養成講座
出張開催

✿ 桜川市の人口と世帯

【人口】 38,077 人 （ー 67）
【 男 】 18,854 人 （ー 30）
【 女 】 19,223 人 （ー 37）
【世帯】 13,469 世帯（ー   6）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和 4年 3月１日現在

✿ 表　紙

　表紙は、市商工観光課で作成
した、桜川市観光 PR ポスター

「桜川の春」です。
　高峯（平沢地区）の麓

ふもと
で家族

が山桜を見に来ている様子が描
かれています。
　あたたかな春の陽気のなか
で、開花時期がそれぞれ異なる
山桜と新緑が重なる山肌の風景
を表現したものとなっていま
す。

桜川の春
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施策方針

度
」
や
、
空
き
家
な
ど
の
利
活
用

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て
も
、
計
画
的

に
長
寿
命
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
道
路
網
の
整
備

　

一
級
市
道
の
整
備
を
、
国
・
県

の
補
助
な
ど
を
活
用
し
、
年
次
計

画
に
沿
い
順
次
進
め
「
上
曽
ト
ン

ネ
ル
整
備
事
業
」
を
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
要
望
が
多
い
そ
の
他
の

市
道
や
排
水
整
備
は
、
緊
急
性
・

必
要
性
を
勘
案
し
な
が
ら
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、道
路
や
橋
梁
の
補
修
・

修
繕
な
ど
は
、
安
全
確
保
を
図
る

た
め
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

■
公
共
交
通
の
充
実

　

基
幹
路
線
で
あ
る
広
域
連
携
バ

ス
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
」
や
、
交

通
空
白
地
域
や
不
便
地
域
を
補
完

す
る
市
内
巡
回
ワ
ゴ
ン
「
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
Ｇ
Ｏ
ミ
ニ
」
で
の
実
証
実
験

を
継
続
し
、
公
共
交
通
の
充
実
を

図
る
こ
と
で
、
便
利
で
快
適
な
ま

ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
下
水
道
の
整
備

　

今
後
、
さ
ら
に
効
率
的
な
事
業

運
営
を
図
り
、
年
次
計
画
に
よ
り

供
用
開
始
区
域
を
広
げ
、
接
続
率

の
向
上
を
目
指
し
、
普
及
活
動
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
上
水
道
の
整
備

　

安
全
な
飲
料
水
を
安
定
供
給
す

る
た
め
、
水
質
管
理
や
老
朽
施

設
、
老
朽
管
の
改
善
を
図
る
と
と

も
に
、水
道
経
営
戦
略
を
見
直
し
、

公
営
企
業
と
し
て
の
経
営
の
健
全

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
廃
棄
物
の
抑
制
と
適
切
な
処
理

　

市
民
の
皆
様
や
事
業
所
な
ど
の

環
境
保
全
に
対
す
る
理
解
と
協
力

の
も
と
、
適
正
な
廃
棄
物
処
理
、

資
源
ご
み
の
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
生
活
環
境
の
保
全

　

環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
環
境
保
全
の
た
め
の
意
識
啓

発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
不
法
投
棄
事
案
に
つ
き

ま
し
て
は
、
廃
棄
物
対
策
専
門
員

を
配
置
し
、
監
視
指
導
体
制
の
充

実
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
質
の
監
視
強
化
に
努

め
、
悪
臭
や
野
焼
き
な
ど
の
公
害

苦
情
に
対
す
る
指
導
強
化
や
、
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
の
意
識
啓
発
を
図
っ

的
な
公
共
施
設
の
運
営
を
図
り
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
業
務
の
効
率
化
や
合
理
化

な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
欠
か
せ
な
い
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
な
る
交
付

率
向
上
と
活
用
促
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

■
組
織
経
営
と
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
充
実

　

多
様
化
す
る
社
会
環
境
に
対
応

で
き
る
組
織
機
能
を
目
指
し
、
職

員
の
能
力
開
発
や
人
材
の
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
行
政

運
営
に
向
け
て
、
新
庁
舎
建
設
事

業
を
進
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

財
源
確
保
対
策
の
推
進
と
納
税

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
不
良
債

権
に
対
し
、
財
産
調
査
や
差
押
え

な
ど
、
新
規
滞
納
者
の
発
生
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
累
積
滞
納
額
の
縮

減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
方
創
生
に
向
け

た
取
り
組
み
を
発
信
し
、
そ
れ
ら

の
財
源
と
な
る
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
よ
る
法
人
か
ら
の
支

援
も
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

■
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
媒
体
を
活
用

し
、
定
期
的
か
つ
効
果
的
に
市

の
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、

市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
と
市

が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

活
動
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
人
権
相
談
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
啓
発
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
を
推
進
し
、
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

広
報
活
動
や
講
演
会
の
開
催
を
通

し
て
、
男
女
共
同
参
画
の
意
識
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
時
代
に
合
っ
た
自
治
体
運
営

　

第
２
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
施
策
や
事
業
を
実
施

し
、
行
政
評
価
に
よ
り
効
率
的
で

効
果
的
な
行
政
運
営
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
に

対
応
す
る
た
め
、
効
率
的
で
効
果

観
光
客
が
訪
れ
や
す
い
誘
導
策
を

市
観
光
協
会
と
連
携
し
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
市
内
に
自
生
す
る
55
万

本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
「
日
本
一
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
」
と
し
て
全
国

に
向
け
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
環
境
保
全
の
意
識
醸

成
や
地
域
活
性
化
な
ど
を
目
的

に
、
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同

社
監
修
の
も
と
、
筑
波
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　

複
数
の
農
村
集
落
が
構
成
す
る

自
立
的
な
集
落
生
活
圏
の
形
成
を

支
援
す
る
た
め
、
地
区
計
画
の
策

定
を
推
進
し
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
新
た
な
土
地
利
用
制
度

の
適
切
な
運
用
と
、
桜
川
筑
西
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
の
新

た
な
都
市
拠
点
の
形
成
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
景
観
の
良
い
住
環
境
の
保
全

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高

ま
る
な
か
「
定
住
促
進
助
成
金
制

快
適
な

�

暮
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り

み
ん
な
で
築
く

�

自
治
の
ま
ち
づ
く
り
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糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

　
（
仮
称
）上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
本
体

工
事
進
捗
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
ト
ン
ネ
ル
坑
口
の
状
況
（
桜
川

工
区
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
っ
た
О
・
Ｓ
・
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

ト
・
バ
ン
ド
（
大お

お
く
ぼ

久
保
康や

す
か
ず和
代

表
）
か
ら
、
２
８，
０
０
０
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

酒
寄
地
区
大
同
小
髙
屋
組

（
小こ

だ
か髙
正ま

さ
み
つ充
代
表
）
か
ら
、
市

民
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
６
４，
２
８
２
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

大塚市長に寄付金を手渡す大久保代表（右）

寄　付寄　付

寄　

贈

寄　

贈

寄　贈寄　贈

寄　

付

寄　

付

読
売
セ
ン
タ
ー
真
壁
、
読
売
セ

ン
タ
ー
岩
瀬
・
協
和
、
読
売
セ

ン
タ
ー
羽
黒
か
ら
、
小
・
義
務

教
育
学
校
１
年
生
へ
不
織
布
マ

ス
ク
（
７
枚
入
）
２
５
０
個
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

稲川教育長にマスクを手渡す鈴
す ず き

木和
か ず お

雄真
壁所長（中央）と稲

いながわ

川峻
りょう

岩瀬店長（右）

東
京
フ
ー
ド
株
式
会
社
（
管か

ん
の野

清せ
い
こ
う幸

代
表
取
締
役
社
長
）か
ら
、

感
染
症
対
応
業
務
を
行
う
職
員

や
医
療
従
事
者
を
応
援
し
た
い

と
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
（
20
ｇ
入
）

６
０
０
個
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。

寄贈されたチョコレート

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
新
た
な
行
政
課
題
に
的
確
か

つ
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
、
土
砂
な
ど
の
埋
立
て

問
題
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な
ど

の
環
境
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、

生
活
環
境
課
（
岩
瀬
庁
舎
）
に
課

内
室
を
設
置
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
職
員
課
（
☎
58-

５

１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

【課内室の設置】

課 室 主な業務内容

生活
環境課

不法投棄
対策室

土砂などによる埋め立てなどの規制に
関する業務、産業廃棄物に関する関係
機関との連絡調整に関する業務、一般
廃棄物・産業廃棄物の不法投棄防止お
よび対策に関する業務を行います。

４
月
１
日
か
ら

４
月
１
日
か
ら

市
の
組
織
機
構
の
一
部
が

市
の
組
織
機
構
の
一
部
が

��

変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

（
仮
称
）
上
曽
ト
ン
ネ
ル

�

本
体
工
事
進
捗
状
況
vol.2550m（進捗率28.4%)

石岡市側（起点） 桜川市側（終点）
工区境（市境）

L=1,939m

総延長　L=3,538m

L=1,599m

863m（進捗率54.0%)

上曽トンネル掘削進捗状況（3月10日現在）

騒音・振動対策のためトンネル坑口
に設置されている防音扉

■
問
合
先
／
建
設
課
（
☎
58-

５

１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）
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〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　TEL：0296-71-6888　担当：益子・宮島
デイサービスセンター　上の原

利用者様見学を募集しております。
お問い合わせください。

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

デイサービス 上の原は
皆様の集いの場 です

障がい者グループホームステップ障がい者グループホームステップ
業務拡大につきスタッフ募集中業務拡大につきスタッフ募集中正　パ

TEL.0296-75-2509上の原学園
担当：杉山・宮田

社会福祉法人

女性の運転士、６０才以上の運転士（嘱託・パート）も活躍中
未経験の方も歓迎！　【大型二種免許取得支援制度あり】

総務部採用係【詳しくはこちら 】
( 平日   9:00～17:30)

バス運転士大募集！

https://www.kantetsu.co.jp/green-bus/recruit/recruit.html

お問い合わせは 0299ー35ー3303☎
所在地：茨城県下妻市下妻乙 1274

複式学級の発生が想定される学校
小学校名 複式学級が想定される年度
南飯田小学校 令和９年度
谷貝小学校 令和７年度
雨引小学校 令和１１年度
樺穂小学校 令和１２年度

市立小・中・義務教育学校の統合に向けた今後の方針
「子どもたちの将来のために」

　市では、平成３０年度の桃山学園の設立に続き、令和２年度には、猿田小学校と羽黒小学校の統合を進めて
きました。学校の小規模化が進み、教育を取り巻く環境が刻一刻と変化するなか、次世代を担う子どもたちの
教育環境と、子どもたちの将来のために統合・再編を推進しています。
　今回、今後の学校の統合に向けた方針をお伝えします。

� ■問合先／学校教育課（☎ 0296-55-1198 直通）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の

統
合
・
再
編
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
令
和
元
年
５
月
に
「
第

２
次
桜
川
市
立
小
中
学
校
適
正
配

置
基
本
計
画
」（
※
１
）
を
策
定

し
ま
し
た
。
現
在
、
想
定
よ
り
も

さ
ら
に
急
激
な
出
生
数
の
減
少
や

社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
、
広
域
的

な
統
合
を
見
据
え
た
協
議
が
必
要

な
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
出
生
数
の
減
少

　

桜
川
市
の
出
生
数
は
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
フ
の

と
お
り
、
平
成
29
年
度
に
は
２
０

０
人
を
下
回
り
、
令
和
２
年
度
に

は
１
５
０
人
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
出
生
数
は
減
少
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
表
は
「
出
生
数
の
推
移

と
各
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年

生
の
児
童
数
」
を
示
し
た
も
の
で

す
。

　

現
在
、
多
く
の
学
校
で
一
学
年

１
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
す
べ
て
の
学
校
で
児
童
数
の
減

少
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

198

176
187

150
140

100

150

200

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

出生数の推移
(人)

※令和３年度の出生数は推計値

※
１  
詳
細
は
、
市
教
育
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
２  

小
学
校
の
学
級
編
制
は
、

現
行
の
40
人
か
ら
35
人

に
段
階
的
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
令
和
７
年
度
に

は
、
す
べ
て
の
学
年
で

35
人
学
級
と
な
り
ま
す
。

第
２
次
桜
川
市
小
中
学
校

適
正
配
置
基
本
計
画

学
校
再
編
の
背
景

　

ま
た
、桃
山
学
園
に
お
い
て
も
、

令
和
２
年
度
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

が
、
学
級
編
制
（
※
２
）
の
基
準

と
な
る
35
人
以
下
の
た
め
、
小
学

校
に
入
学
す
る
令
和
９
年
度
に

は
、
一
学
年
１
ク
ラ
ス
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

複式学級とは？
２つ以上の学年を合わせても 16 人以下（１年生を含む場合は、8人以下）となる場合に編制した学級。

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 5年生 ６年生
３人 ５人 １５人 ６人 ８人 １２人

１年生を含む８人以下のため、
１・２年生の複式学級となる

１６人以下のため、４・５年生
の複式学級となる

②
複
式
学
級

　

複
式
学
級
と
は
、
連
続
す
る

２
つ
の
学
年
の
人
数
が
16
人

（
１
年
生
を
含
む
場
合
は
８
人
）

に
満
た
な
い
場
合
、
１
つ
の
教

室
で
２
学
年
が
同
時
に
授
業
を

受
け
る
学
級
の
こ
と
で
す
。

　

図
の
と
お
り
、
複
数
の
学
校

で
複
式
学
級
の
発
生
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

複
式
学
級
に
は
「
目
が
届
き

や
す
い
」
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
が
、
教
育
上
・
学

校
運
営
上
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
多

く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�令和 10 年度（小学校
入学年度）は、推計
値

※�■■は１学年１クラス
（35 人以下）になる
と想定される学校

※�転入・転出などは、
考慮していない数値

出生数の推移と各小学校に入学する新 1年生の児童数
小学校
入学年度 出生年度

岩瀬東中学区 岩瀬西中学区 大和中学区 桜川中学区 桃山学園区
出生数

南飯田小 羽黒小 岩瀬小 坂戸小 雨引小 大国小 谷貝小 樺穂小 桃山学園
令和4年 平成27年 10 22 54 10 18 19 14 16 58 ―
令和5年 平成28年 16 26 63 18 14 20 8 23 45 233
令和 6年 平成29年 20 24 46 11 9 22 8 12 46 198
令和 7年 平成30年 9 20 46 13 10 14 8 11 45 176
令和 8年 令和元年 7 23 49 14 13 19 14 12 36 187
令和 9年 令和2年 11 15 37 10 8 18 7 12 32 150
令和 10年 令和3年 9 13 42 11 8 10 13 10 24 140

複式学級のメリットとデメリット
メリット デメリット

・�一人一人に目が届きやすい。
・�学校行事で、個別の活動機会を設定しやすい。

学
習
面

・�切磋琢磨する機会が少なくなり、グループ活動など
の多様な学習形態をとりにくい。
・�運動会や音楽活動などの集団教育活動に制約が生じ
る。
・�教員の数が減り、二学年を一人で指導するため、直
接的な指導を受ける時間が不足し、自学自習などが
必要になる。

・�相互の人間関係が深まる。
・�異学年間の縦の交流が生まれる。

生
活
面

・�人間関係や相互の評価などが固定化する。
・�集団の男女比に偏りが生じやすい。
・�充実した組織的な係活動や班活動ができない。

・�全教員間の意思疎通が図りやすく、相互の連携が取
りやすい
・�学校が一体となって活動しやすい。
・�施設・設備の利用時間などの調整が行いやすい。

運
営
面

・�教員の数が減るため、経験、教科、特性などの面で
バランスのとれた配置を行いにくい。
・�一人に校務分掌が集中しやすい。
・�教員の出張や研修などの調整が難しくなる。

・�保護者や地域社会との連携が図りやすい。
・�災害発生などによる緊急避難時に混雑が生じにくい。

そ
の
他
・�PTA活動などにおける保護者一人当たりの負担が大
きくなる。
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【統合の方針】
保護者や地域の方の意見などを考慮しながら、市では３つの方針で進めていきます。

①クラス替えができるように小・中・義務教育学校ともに、１学年２クラス以上を目指します。
②��将来的に複式学級になると想定される小学校の統合を優先します。市教育委員会では、
　質の高い充実した教育を行うために、複式学級にならない授業が望ましいと考えています。
③�真壁地区、岩瀬地区、大和地区ごとに、児童生徒数の推移や複式学級の発生時期、考えられる
統合場所の状況などを総合的に判断しながら進めます。

岩瀬地区の統合方針（今後 10年程度の構想）
　岩瀬東中学校と岩瀬西中学校を統合し、新義務教育学校または新中学校を岩瀬総合体育館「ラスカ」周
辺に設立します。小学校は、現在の中学校校舎の活用を含めて検討します。

岩岩瀬東中学校＋岩瀬西中学校→新義務教育学校または新中学瀬東中学校＋岩瀬西中学校→新義務教育学校または新中学校校

大和地区の統合方針（今後 10年程度の構想）
　現在、人口減少対策として桜川筑西ＩＣ周辺地区のまちづくりを進めており、まもなく住宅地の分譲が
行われます。市では、これらの進捗状況により、当該地区と現在の大和中学校区を含めた統合を検討して
いきます。なお、検討にあたり新義務教育学校の設立や現在の大和中学校の利用など、市民の皆さまと十
分に協議を進めていきます。
※�大和地区の統合方針は、急激な出生数の減少や桜川筑西 IC 周辺地区のまちづくりの進捗状況から、第２次桜川市小中学
校適正配置基本計画の基本的な統合案から変更し、将来に向けての構想としています。

真壁地区の統合方針
　真壁地区全体を、ひとつの義務教育学校にまとめます。谷貝小学校は、令和７年度に２～３年生が複式
学級になると想定されています。また、樺穂小学校も令和 12 年度に複式学級になる見込みです。
　そのため、可能な限り早期に、桃山学園と桜川中学校区の統合を行います。

桃桃山学園＋桜川中学校区（桜川中学校＋谷貝小学校＋樺穂小学校山学園＋桜川中学校区（桜川中学校＋谷貝小学校＋樺穂小学校））

　
今
後
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学

校
の
再
編
は
、
地
域
の
方
が
統
合

に
意
欲
を
示
す
な
ど
、
地
域
の
盛

り
上
が
り
が
あ
る
場
合
は
、
統
合

準
備
委
員
会
な
ど
の
早
期
立
ち
上

げ
を
行
い
ま
す
。

　
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
35

人
学
級
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
中
心
的
な
役
割
も
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
や
地

域
の
方
の
意
見
を
考
慮
し
な
が

ら
、
桜
川
市
の
次
世
代
を
担
う
人

材
育
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ
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桜川市御領 1-39
こどもサークル桜川
桜川市御領 1-39
こどもサークル桜川

-☎☎02960296--7373--63646364

動きがぎこちない
発音が不明瞭

例えばこんなことが気になったら…例えばこんなことが気になったら…

細かい作業・全身を動かすことが苦手
名前を呼んでも振り向かない
落ち着きがなく、集中して遊べない

見学・体験受付中！ お気軽にお問い合わせください♪

【営業時間】9:00～18:00【営業時間】9:00～18:00
【営業日】月～土曜、祝日【営業日】月～土曜、祝日

対象児童
小学1年～高校3年生

保護者も参加できるイベントを開催しています♪保護者も参加できるイベントを開催しています♪

ペアレント
カフェ

with 慶応義塾大学
移動

動物園

with ANIMA

子育て
相談会

with 筑波大学

親子体操
教室

with 日本体育大学

サッカー
教室

with 

成長
お子様お子様のの
成長について、について、

誰にも相談で
きず

誰にも相談で
きず

鹿島アントラーズ

悩まれて悩まれて
いませんか？いませんか？

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市

地
域
か
ら
過
疎
地
域
な
ど
に
住
民

票
を
異
動
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や

地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ

な
ど
の
地
域
お
こ
し
支
援
や
農
林

水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
支
援
な

ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
い

な
が
ら
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定

着
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
４
名
の
隊
員
を

任
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
里
山

保
全
・
地
域
資
源
の
Ｐ
Ｒ
・
活
用

な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
公
式
）YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル

で
は
、
隊
員
が
令
和
３
年
度
に
取

り
組
ん
だ
活
動
の
成
果
報
告
を
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

vol.26

「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」

�

初
期
診
断
調
査
結
果
報
告
会

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
〈
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１　

内
線
１
３
２
１
・１
３
２
２
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

活
動
報
告
会
を
配
信
中

　

２
月
８
日「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」の

初
期
診
断
調
査
結
果
報
告
会
が
市

役
所 

岩
瀬
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
と
真
壁
高
校

の
官
学
連
携
協
定
に
よ
り
平
成
28

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
令

和
２
年
度
ま
で
に
３
２
４
本
の
診

断
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

６
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
環

境
緑
地
科
の
生
徒
６
名
が
磯
部
桜

川
公
園
内
で
１
１
４
本
の
樹
木
の

初
期
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
本
調
査
の
講
師

で
あ
る
樹
木
医
か
ら
、
公
園
内
の

樹
木
は
腐
朽
が
進
ん
で
い
る
現
状

で
あ
り
、
園
内
の
樹
勢
回
復
が
急

務
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
期
診
断
に
参
加
し
た
生
徒
か

ら
は
「
初
期
診
断
を
行
う
こ
と
で

地
域
貢
献
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

た
」「
こ
の
調
査
を
後
輩
に
も
引

き
続
き
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
調
査
の
結
果
を
も
と

に
、
昨
年
度
か
ら
名
勝
指
定
地
内

に
お
け
る
土
壌
改
良
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
未
着
手
の
樹
木
と
比
較

し
て
、
土
壌
環
境
や
葉
の
色
な
ど

が
良
い
傾
向
に
あ
り
、
土
壌
改
良

の
効
果
が
表
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
本
調
査
に
あ
わ
せ

て
、
引
き
続
き
保
全
活
動
に
取
り

組
み
「
日
本
一
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

里
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

初期診断の結果を報告

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
、
三み

む
ら村 

邦く
に
ひ
こ彦

で

す
。

　

私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
桜
川
市

の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
有
効
活

用
し
、
市
を
元
気
に
す
る
こ
と
で

す
。

　

私
は
、
地
方
で
の
暮
ら
し
に
興

味
を
持
っ
て
お
り
、
昨
年
11
月
に

東
京
都
か
ら
移
住
し
、
真
壁
伝
承

館
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

桜
川
市
に
は
、
日
本
人
が
昔
か

ら
育
ん
で
き
た
「
日
本
ら
し
さ
」

が
残
っ
て
い
る
と
感
じ
、
そ
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
、
協
力
隊
と
な

る
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
「
桜

川
の
魅
力
再
発
見
」
か
ら
始
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

三村 邦彦 隊員
（東京都江東区から移住）

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊隊

　
桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊隊

�

の
Ｎ
ｅ
ｗ�

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
を
ご
紹
介
！

桜川市地域おこし協力隊（公式）
YouTube チャンネル
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Health guide健健康康ガガイイドド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ ０２９６－７５－３１５９（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。

公文桜川書写教室 桜川市友部1392-2所在地

古橋道代指導者名 090-7730-1860連絡先

ペ ン 習 字
筆 ペ ン

か き か た
毛 筆

※入会金・月会費とも消費税を含みます。
※会費には教材費を含みます。

月会費
大　人（中学生以上）……4,400円
子ども（小学生以下）……3,300円

大人・子ども共通……3,500円
入会金

無料体験実施中

はじめませんか、
　　　　 くもんで書写。
お子様から大人まで
くもんの書写は選べる4教科

月 (日）
令和4年

日

桜川市真壁町飯塚1007-3

さくらがわ　2022.4.1 さくらがわ　2022.4.1 1011

５

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
が
、
個
別
で
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

※
１
人
30
分
程
度

・ 

日
時
／
５
月
13
日
（
金
）、
23

日
（
月
）
10
時
～
11
時
30
分

・
会
場

▽�

乳
幼
児
相
談
の
方
／
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く

ら
っ
こ
」（
岩
瀬
庁
舎
内
）

▽�

乳
幼
児
相
談
以
外
の
方
／
健
康

推
進
課

親
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
相
談
（
要
予
約
）

　

市
で
は
、
子
育
て
へ
の
不
安
や

悩
み
、
困
り
ご
と
が
あ
る
方
に
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
一
人
で
悩
ま

ず
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 
日
時
／
５
月
10
日
（
火
）
①
10

時
～
11
時
、
②
11
時
～
12
時

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
い
ば
ら
き
妊
娠
・
子
育
て
ほ
っ

と
ラ
イ
ン

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
助
産
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▽
妊
娠
・
出
産
の
こ
と

▽
育
児
や
母
乳
の
こ
と

▽�

思
春
期
や
更
年
期
の
こ
と　

な

ど
・ 

日
時
／
木
曜
を
除
く
平
日
10
時

～
17
時

※�

祝
日
、
８
月
13
日
～
15
日
、
12

月
29
日
～
１
月
３
日
は
休
止

・
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
９‐３
０
１‐１
１
２
４

・ 

問
合
先
／
茨
城
県
助
産
師
会（
☎

０
２
９‐２
９
７‐５
４
３
０
）

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
察
日

医
療
機
関
名

住
所
・
連
絡
先

５
月
１
日（
日
）
吉
原
医
院

明
日
香
２‐31

☎
０
２
９
６‐75‐１
１
７
７

５
月
３
日（
火
）
け
ん
せ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

岩
瀬
２
０
７‐１

☎
０
２
９
６‐71‐８
１
１
１

５
月
４
日（
水
）
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
飯
田
６
５
８

☎
０
２
９
６‐58‐５
０
５
８

５
月
５
日（
木
）
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
国
玉
２
５
１
３‐12

☎
０
２
９
６‐58‐７
７
８
８

５
月
８
日（
日
）
な
か
は
ら
整
形
外
科
医
院

真
壁
町
飯
塚
４
９
６‐１

☎
０
２
９
６‐23‐９
９
５
５

５
月
15
日
（
日
）
仁
保
内
科
医
院

真
壁
町
真
壁
４
２
５

☎
０
２
９
６‐23‐８
０
８
８

５
月
22
日
（
日
）
上
の
原
病
院

上
野
原
地
新
田
１
５
９‐２

☎
０
２
９
６‐75‐３
１
３
０（
休
日

専
用
）

５
月
29
日
（
日
）
内
科
宮
本
医
院

真
壁
町
古
城
２
２
９‐１

☎
０
２
９
６‐55‐０
１
０
１

※�

密
集
を
避
け
る
た
め
、
受
付
時
間
を
指
定
し
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
延
期
や
中

止
と
な
る
場
合
は
、
対
象
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
診
の
種
類

日
　
　
程

対
　
　
象

会
　
　
場

５
歳
児
健
康
相
談

５
月
10
日（
火
）
平
成
29
年
５
月
12
日
～
６
月
５
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
～
６
か
月
児
育
児
相
談

５
月
11
日（
水
）
令
和
３
年
12
月
～
令
和
４
年
１
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
歳
児
健
康
相
談

５
月
12
日（
木
）
令
和
２
年
３
月
18
日
～
４
月
17
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
歳
児
健
診

５
月
19
日（
木
）
平
成
31
年
３
月
１
日
～
４
月
16
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
６
か
月
児
健
診

５
月
25
日（
水
）
令
和
２
年
９
月
10
日
～
10
月
15
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

妊
娠
生
活
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
「
さ
く

ら
っ
こ
プ
ラ
ン
～
妊
娠
後
期
～
」

の
作
成
（
出
産
準
備
、
妊
娠
後
期

～
出
産
後
の
母
子
の
健
康
管
理
や

手
続
き
な
ど
）、
そ
の
ほ
か
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
相
談
な
ど

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
妊
娠
７

か
月
（
24
週
）
以
降
の
妊
婦

■
必
要
な
も
の
／
子
育
て
支
援
用

品
給
付
事
業
申
請
書
、
母
子
健
康

手
帳

■
そ
の
他
／
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
も

可
能
で
す
。
市
か
ら
の
連
絡
の
際

に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※�

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
ご
利
用

は
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
さ

く
ら
っ
こ
by
母
子
モ
」
へ
の
登

録
が
必
要
で
す
。（
登
録
・
利

用
は
無
料
、
通
信
料
な
ど
は
自

己
負
担
）

　

事
業
を
活
用
し
、
支
援
用
品
を

受
け
取
っ
た
お
母
さ
ん
（
写
真
中

　市では、妊婦さんが安心して出産を迎え、子育てがより楽しく充実した
ものになるよう、妊娠 7 か月（24 週）以降の妊婦さんを対象に、保健師・
看護師による個別相談を実施しています。ぜひ、ご活用ください。
　また、授乳下着や授乳服などの子育て支援用品をプレゼントしています。

安心して出産を迎えるために、 安心して出産を迎えるために、 
 妊婦さんのお悩みを聞かせてください 妊婦さんのお悩みを聞かせてください

妊婦個別相談を活用してみませんか妊婦個別相談を活用してみませんか

子育て支援について意見交換

マタニティ兼用授乳ブラジャー
＋授乳用穴あきキャミソール
＋シンプル T

マタニティ兼用授乳ブラジャー
＋�マタニティ兼用授乳シンプル�
ワンピース

マタニティ兼用授乳ブラジャー
＋�マタニティ兼用授乳ベーシックT
（長袖）

マタニティ兼用授乳ブラジャー
【モーブラしゃんと】（2枚）

オーガニックコットン背守り
アフガン
+背守りキッズ Tシャツ

子育て支援用品をご紹介
　Ａ～Ｅセットから１セット選ぶことがで
きます。商品の詳細は、市ホームページか
ら確認ください。

Ａ
セット

Ｂ
セット

Ｃ
セット

Ｄ
セット

Ｅ
セット

お
母
さ
ん
・
事
業
者
・�
�

市
長
が
対
談

央
）
と
商
品
を
提
供
い
た
だ
い
た

有
限
会
社
モ
ー
ハ
ウ
ス
の
光み

つ
は
た畑

由ゆ

か佳
さ
ん
（
写
真
右
）、
大
塚
市

長
と
の
対
談
が
行
わ
れ
、
市
の
子

育
て
支
援
体
制
に
安
心
と
期
待
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ

令
和
４
年
度 

人
間
ド
ッ
ク
健

診
費
助
成
受
付
開
始

国
民
健
康
保
険

■
定
員
・
助
成
額

・�

人
間
ド
ッ
ク
／
５
０
０
人
・

２
万
円

・�

脳
併
用
ド
ッ
ク
／
１
５
０
人
・

４
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

■
定
員
・
助
成
額

・
人
間
ド
ッ
ク
／
90
人
・
２
万
円

・�

脳
併
用
ド
ッ
ク
／
30
人
・
４
万

円共
通
事
項

■
申
込
期
間
／
４
月
11
日
（
月
）

～
22
日
（
金
）

■
そ
の
他
／
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
２
５
直

通
）

●

●

●

●

●

国
民
健
康
保
険
税
の 

 

賦
課
方
式
が
変
わ
り
ま
す

　

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
の

賦
課
方
式
が
所
得
割
・
資
産
割
・

均
等
割
・
平
等
割
の
４
方
式
か
ら
、

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

■
対
象
住
宅
／
申
請
者
が
市
内
に

所
有
す
る
個
人
住
宅

※�

併
用
住
宅
な
ど
の
場
合
は
個
人

住
宅
部
分
と
し
、
違
法
建
築
で

な
い
も
の

■
対
象
工
事
／
12
月
31
日
ま
で
に

完
了
す
る
工
事
金
額
20
万
円
以
上

（
消
費
税
を
除
く
）
の
も
の

※
工
事
発
注
・
完
了
済
は
対
象
外

■
申
請
受
付
開
始
／
５
月
９
日

（
月
）

※�

原
則
郵
送
で
、
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
終
了

■
補
助
額
／
対
象
経
費
の
10
％

（
上
限
10
万
円
）

■
そ
の
他
／
制
度
の
詳

細
や
申
請
書
類
の
様
式

な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
請
先
／
商
工
観
光

課
（
〒
３
０
０‐４
４
９
５�

桜

川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１�

☎

０
２
９
６‐55‐１
１
５
９
直

通
）

●

●

●

●

●

筑
西
保
健
所
の
移
転

　

筑
西
保
健
所
は
、
茨
城
県
筑
西

合
同
庁
舎
へ
移
転
し
ま
し
た
。

■
所
在
地
／
筑
西
市
二
木
成

６
１
５�

茨
城
県
筑
西
合
同
庁
舎�

１
階

所
得
割
・
均
等
割
の
２
方
式
へ
変

更
と
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
ま
で

４
方
式
　 

所
得
割 

　 

資
産
割 

　
　
　
　 

均
等
割 

　 

平
等
割 

↓

令
和
４
年
度
か
ら

２
方
式
　 

所
得
割 

　 

均
等
割 

・�

所
得
割
…
前
年
中
の
所
得
金
額

に
応
じ
て
計
算

・�
均
等
割
…
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
数
に
応
じ
て
計
算

※�

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
２
５
直

通
）

●

●

●

●

●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成

■
対
象
要
件

・�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
対

象
と
な
る
住
宅
に
継
続
し
て
３

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

・
市
内
の
施
工
業
者
に
よ
る
工
事

・
対
象
の
住
宅
の
所
有
者

・
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
方

・�

ほ
か
の
補
助
制
度
に
よ
る
市
の

■
電
話
番
号
（
代
表
）

☎
０
２
９
６‐24‐３
９
１
１

※
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
筑
西
保
健
所

（
☎
０
２
９
６‐24‐３
９
１
１
）

健
康
福
祉

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

の
申
請

　

各
種
手
当
は
、
申
請
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
。
申
請
漏
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

■
支
給
対
象
／
中
学
校
卒
業
ま
で

（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

※�

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
場
合
や
、
里
親

な
ど
に
委
託
し
て
い
る
場
合

は
、
原
則
そ
の
施
設
の
設
置
者

や
里
親
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
月
／
６
月
・
10
月
・
２
月

児
童
扶
養
手
当

■
支
給
対
象
／
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を

養
育
し
て
い
る
場
合
や
、
父
ま
た

は
母
が
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場

合
に
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
養
育
者

※�
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
が
対
象
で
、
児

童
が
政
令
で
定
め
る
障
が
い
を

有
す
る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳

に
達
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

※�

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
す
る
場

合
は
、
児
童
扶
養
手
当
額
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
よ
り
低
い
場
合
は
、
差

額
分
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て

支
給
し
ま
す
。

※�

物
価
の
変
動
に
応
じ

て
、
手
当
額
が
変
わ

り
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
支
給
月
／
奇
数
月
の
11
日

共
通
事
項

■
申
請
に
必
要
な
も
の
／
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
、
通
帳
・

保
険
証
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
な
ど

■
申
請
先
／
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
５
６
直

通
）

●

●

●

●

●

命
の
バ
ト
ン
の
配
布

　
「
命
の
バ
ト
ン
」
は
、
緊
急
時

に
救
急
隊
員
が
医
療
情
報
を
い
ち

早
く
知
る
こ
と
に
役
立
ち
、
高
齢

者
の
救
命
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
次
に
該
当
す
る
方

①
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

②
高
齢
者
世
帯
の
方

③�

同
居
家
族
は
い
る
が
、
日
中
ひ

と
り
で
過
ご
し
て
お
り
、
健
康

上
の
不
安
を
お
持
ち
の
方

■
利
用
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
高
齢
福
祉
課
（
岩

瀬
庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）
で
申
請

※�

①
に
該
当
の
方
は
、
地
区
の
民

生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
高
齢
福�

祉
課
（
☎
０
２
９
６
‐
73
‐

４
５
１
１
直
通
）

募

集

シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
（
旧
高
齢

者
学
級
）
参
加
者

■
募
集
要
件
／
市
内
在
住
で
、
65

歳
以
上
の
方

　

桜
川
市
と
筑
西
市
は
、
約
50
年

前
か
ら
続
く
国
内
有
数
の
こ
だ
ま

す
い
か
の
産
地
で
す
。

　

両
市
産
の
こ
だ
ま
す
い
か
は
、

冷
蔵
庫
に
丸
ご
と
入
る
手
ご
ろ
な

サ
イ
ズ
で
取
り
扱
い
や
す
く
、
果

皮
が
薄
い
う
え
に
味
が
濃
厚
で

す
。
３
月
か
ら
７
月
上
旬
ま
で
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
だ
ま
す
い
か
に
は
、
抗
酸
化

作
用
が
期
待
さ
れ
る
リ
コ
ピ
ン
、

む
く
み
防
止
や
腎
機
能
健
全
化
に

効
果
の
高
い
カ
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／�

茨
城
県
県
西
農
林
事
務
所�

経
営
・
普
及
部
門�

（
☎
０
２
９
６‐24‐９
２
１
８
）

５
月
５
日
は�

�

こ
だ
ま
す
い
か
の
日

　

毎
年
立
夏（
今
年
は
５
月
５
日
）

は
「
こ
だ
ま
す
い
か
の
日
」
で
す
。

初
夏
の
味
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

こだますいかの美味しい食べ方
　こだますいかは、完熟で食べ頃の時期
に収穫しています。
　すいかは、メロンのような追熟性を
持っていませんので、買ってから保存し
ても甘味が増すことはありません。でき
るだけ早く食べるほうが美味しいので、
新鮮なうちにご賞味ください。

こ
だ
ま
す
い
か
の
出
荷
が�

�

は
じ
ま
り
ま
す
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市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」
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●

●

●

●

●

納
期
限
／
５
月
２
日（
月
）

固
定
資
産
税�

１
期

国
民
健
康
保
険
税�

随
時

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

随
時

介
護
保
険
料�

１
期（
暫
定
）・随
時

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
４
月
11
日
（
月
）
９
時

～
12
時
（
最
終
受
付
11
時
30
分
）

■
会
場
／
市
役
所 

真
壁
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

■
学
習
内
容
／
電
子
図
書
館
の
活

用
法
・
各
種
脳
ト
レ
・
ス
マ
ホ
教

室
、
パ
ズ
ル
づ
く
り
教
室
、
陶
芸

教
室
な
ど

※
希
望
の
教
室
の
み
の
参
加
可

■
期
間
／
５
月
～
12
月

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館
、
大
和
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

■
申
込
方
法
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」、
真
壁
伝

承
館
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
４
月
22
日
（
金
）

■
そ
の
他
／
詳
し
く
は
、
各
申
込

場
所
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
生
涯
学
習
課
（
大 

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト 

ラ
ス
」
内 

☎
０
２
９
６‐20‐

６
３
０
０
）

●

●

●

●

●

女
性
消
防
団
員

■
採
用
予
定
月
／
随
時

■
活
動
内
容
／
火
災
予
防
の
啓
発

活
動
、
救
命
講
習
や
各
訓
練
の
指

導
な
ど

■
募
集
要
件
／
市
内
在
住
・
在
勤

の
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）
で
、

健
康
な
方

■
待
遇
／
制
服
・
活
動
服
の
貸
与
、

年
額
報
酬
・
出
勤
報
酬
支
給
、
公

務
災
害
補
償
・
退
職
報
償
金
制
度

■
問
合
せ・申
込
先
／
防
災
課（
☎

58‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１

代
表
）

無
料
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
日
時
／
４
月
11
日
（
月
）
13
時

30
分
～
15
時

※
13
時
受
付
開
始

■
会
場
／
市
役
所 

真
壁
庁
舎

■
相
談
内
容
／
建
設
業
や
飲
食
店

な
ど
の
営
業
許
可
、
農
地
転
用
や

開
発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請
に
関

す
る
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
作

成
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

■
問
合
先
／
桜
川
市
行
政
書
士
連

絡
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６‐76

‐５
１
６
２
）

行
政
相
談
の
年
間
予
定

　

困
り
ご
と
や
苦
情
、
意
見
・
要

望
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
行
政
相
談
委
員
が
、

皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に
お
届
け
す

る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

■
日
程
・
会
場

会　場 日　程（13時 30 分～ 15 時）

岩瀬福祉センター 4 月 6 日（水）、7 月 15 日（金） 
10 月 7 日（金）、令和 5 年 1 月 12 日（木）

大和ふれあいセンター 
「シトラス」

5 月 12 日（木）、8 月 9 日（火） 
令和 5 年 2 月 8 日（水）

大和中央公民館 11 月 8 日（火）

真壁福祉センター 6 月 7 日（火）、9 月 8 日（木） 
12 月 8 日（木）令和 5 年 3 月 7 日（火）

※ 

中
止
や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
総
務
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

４
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料



リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご 相 談 や 見 学 0 2 9 6 - 7 3 - 6 9 6 5
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり

土曜・祝日も営業土曜・祝日も営業 【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護
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短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】
題
詠
「
道
・
路
・
径
」

八
十
を
目
前
に
し
て
筋
ト
レ
に
励
む
冬
の
日

汗
を
か
く
ま
で

�
泉�
三
郎

道
な
ら
ぬ
恋
で
も
す
る
ご
と
人
の
目
を
は
ば

か
り
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く

�

小
林�

美
瑳
子

木
枯
し
が
ひ
と
日
吹
き
荒
れ
た
ち
ま
ち
に
背

戸
の
道
辺
に
落
葉
か
さ
な
す

�

広
沢�

日
出
子

父
の
声
、
母
の
言
葉
を
忘
れ
ず
に
古
稀
こ
え

て
あ
ら
た
な
道
を
探
り
ぬ

�

大
関�

登
志
子

歩
道
橋
に
立
ち
て
遠
出
を
眺
め
つ
つ
笑
み
い

し
か
の
日
の
夫
の
横
顔

�

古
賀�

澄

冬
枯
れ
の
里
山
行
け
ば
日
お
も
て
に
青
木
の

緑
つ
や
や
か
に
照
る

�

雨
谷�

友
子

円
周
が
直
径
か
け
る
３
だ
っ
た
ゆ
と
り
教

育
っ
て
何
だ
っ
た
の
か

�

浜
野
和�

操

永
源
寺
の
参
道
に
立
つ
お
地
蔵
さ
ん
寂
聴
に

似
た
お
顔
ふ
く
よ
か

�

渡
辺�

し
な
子

走
り
来
て
鍋
に
し
よ
う
と
袖
引
か
れ
歩
道
で

拾
っ
た
出
直
し
の
恋

�

瀧
田�

勇

ふ
り
向
け
ば
わ
が
道
程
は
遥
か
な
り
記
憶
も

い
ま
は
途
切
れ
途
切
れ
に

�

川
崎�

邦
子

「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
妣は

は

と
歌
い
し
菜
の
花
の
径

こ
み
ち

は
尽
き
て
舗
装
路
つ
づ
く

�

大
久
保�

富
美
江

キ
ッ
チ
ン
に
朱
く
て
大
き
な
蜂
屋
柿
自
然
の

摂
理
ま
る
ご
と
受
け
て

�

久
保�

悦
子

坂
道
を
い
く
つ
越
え
来
し
我
な
る
か
残
生
は

う
か
ら
と
共
に
あ
り
た
し

�

瀧
井�
幸
子

震
え
や
ま
ず
救
急
車
に
て
運
ば
る
る
峠
を
越

え
て
隣
町
ま
で

�

鈴
木�

英
雄

西
空
に
オ
リ
オ
ン
星
座
ま
た
た
き
て
明
日
も

晴
れ
な
り
師
走
の
二
十
日

�

石
田�

守
子

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

未
来
託
し
た
新
入
生
が
夢
を
背
負
っ
た
ラ
ン

ド
セ
ル

�

山
も
み
じ

席
を
譲
っ
て
立
つ
ヤ
ン
キ
ー
の
澄
ん
だ
瞳
に

礼
を
す
る

�

花
野�

し
ぐ
れ

桜
ち
ら
ほ
ら
温
も
る
日
射
し
猫
と
一
緒
に
日

向
ぼ
こ

�

み
ー
ち
ゃ
ん

春
を
装
う
和
菓
子
の
店
に
花
よ
り
ほ
の
か
な

さ
く
ら
餅

�

稲
葉�

建
正

絹
の
春
雨
野
草
に
ゃ
ミ
ル
ク
萌
え
る
田
芹
が

膳
飾
る

�

田�

哲
人

　
俳
　
句

【
一
般
投
稿
】

白
菜
の
鍋
だ
け
思
い
夫
レ
シ
ピ

�

長
堀�

芳
江

チ
イ
ー
と
響
く
背
後
の
枝
に
メ
ジ
ロ
見
ゆ

�

友
常�

小
蝶
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広
報

さ
く

ら
が

わ
N

o
.３

９
７
 ４

月
1

日
発

行
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

https://w
w

w
.city.sakuragaw

a.lg.jp
E メ

ー
ル

： info@
city.sakuragaw

a.lg.jp
TEL：

0296-58-5111（
代

表
）

FAX：
0296-58-5115

〒
309-1293 茨

城
県

桜
川

市
羽

田
1023 番

地
発

行
：

桜
川

市
／

月
２

回
（

１
日

／
 15 日

）　
編

集
：

市
長

公
室

秘
書

広
報

課

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

遂
に
シ
リ
ー
ズ
完
結

　　

ポ
ス
タ
ー
で

ポ
ス
タ
ー
で
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

を
Ｐ
Ｒ

　

市
で
は
、
市
内
各
地
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
、
観
光
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
に
は
、
シ
リ
ー
ズ
最

終
回
と
な
る
「
桜
川
の
春
」
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
高
峯
で
、
市
観
光

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
大
塚
市
長
か
ら
池
亀
区
長
の

菊き
く
ち地
勝ま

さ
る

さ
ん
と
平
沢
区
長
の

大お
お
わ
だ

和
田
憲け

ん
い
ち一
さ
ん
へ
ポ
ス
タ
ー
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
を
記
念
し
て
今
回
作
成

し
た
「
桜
川
の
春
」
市
観
光
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
先
着
10
名
様
に

配
布
し
ま
す
。

■
配
布
場
所
／
商
工
観
光
課
（
真

壁
庁
舎
）

■
配
布
期
間
／
４
月
18
日(

月)

～
な
く
な
り
次
第
配
布
終
了

　

ま
た
、
桜
川
の
四
季
ポ
ス
タ
ー

シ
リ
ー
ズ
全
12
種
類
の
公
開
を
記

念
し
て
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
ま

し
た
。
４
月
１
日
か
ら
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
市
公
式YouTube

、

市
内
の
一
部
の
金
融
機
関
・
郵
便

局
で
公
開
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
認
知
症
を

正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い

ま
す
。 ■

問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎
０
２
９
６-

73-

４
５
１
１
直
通
）

　

令
和
３
年
度
は
学
生
、
民
生
委

員
児
童
委
員
な
ど
を
対
象
に

３
０
６
名
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

が
養
成
講
座
を
修
了
し
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
で
は
、
寸
劇
を
見
な

が
ら
、
認
知
症
の
基
本
的
な
知
識

や
正
し
い
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
講
し
た
方
か
ら
は
「
劇
を
観

て
認
知
症
の
方
へ
の
正
し
い
対
応

が
学
べ
た
」「
優
し
く
声
掛
け
を

し
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
市
で
は
、
学
校
や
企
業
、

団
体
な
ど
か
ら
の
出
張
講
座
開
催

の
依
頼
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

皆
さ
ん
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

全 12 種類が揃った桜川の四季ポスター

（左から）さくりん、大塚市長、大和田区長、菊地区長

認知症の対応を学ぶ
岩瀬地区民生委員児童委員の皆さん

地
域
で
支
え
よ
う

地
域
で
支
え
よ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座  

出
張
開
催

出
張
開
催

　

認
知
症
の
方
の
「
応
援
者
」
の

こ
と
で
す
。
特
別
な
こ
と
を
す
る

人
で
は
な
く
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を

見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

寸劇を通し、認知症の理解を深める
桃山学園の生徒の皆さん
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